チュウゴク トシ カゾク ノ イクジ カンキョウ ト コドモ ノ シャカイカ ニ カンスル ケンキュウ by 鄭, 楊
氏     名 鄭     楊
学 位 の 種 類  博   士（文  学） 
学 位 記 番 号  第4625号 
学位授与年月日  平成17年3月24日 
学位授与の要件  学位規則第４条第１項該当者 
学 位 論 文 名  中国都市家族の育児環境と子どもの社会化に関する研究 
論文審査委員  主 査 教 授 細 井 克 彦   副主査 教 授 堀 内 達 夫 
         副主査 教 授 山 口 久 和 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
本研究は、今日の中国都市部における子ども、特に一人っ子の生育環境とその社会化に関する特質を明らか
にする試みである。最近の中国における児童研究は、国策となっている「一人っ子」の生育に見られる特異性、
及び親の生活史にその関心が集まり、子どもの社会化が文化や価値規範に規制されている事実への配慮が欠如
している。そこで、本研究は、子どもの生育環境に果たす家族と親族ネットワークの役割、親の養育態度の変
容、親と子の学歴追求の実態を解明する。併せて、いわゆる「小皇帝」と称される中国の子ども像について、
その問題点を多面的に検討するものである。本研究は、きょうだいの有無に拘ってきた従来の研究に対して、
子どもの社会化を文化的、社会的制度の産物とみなす考察する理論的な分析枠組とともに、親の養育態度に関
する同時代的な国際比較、並びに親子の世代間比較という両視点から中国の子どもについて考察する分析の枠
組みを提示した。これにより、「孤独」、「溺愛」、「受難」という特性をもつ「小皇帝」像への問い直しを行った。 
第１章では、子どもの日常生活において密接な関係をもつ家族・親族ネットワークに焦点を当てて、日中比
較及び現地調査を通して得られた結果、中国都市部の子どもは、核家族、少子化、きょうだい関係の欠如とい
う孤独な生育環境で社会化を受けるのではなく、親族ネットワークに囲まれて、そこで多くの人々と頻繁に日
常的な相互作用を行っていることが明らかとなった。第２章では、子どもの社会化に関する考察基準に基づい
て、先行の国際比較調査と現地調査の結果から、今日の都市部の子どもは、親、祖父母に甘やかされ、わがま
まで、何でもやり放題の「小皇帝」像とは必ずしも一致しないことが明らかになった。また、労働を軽んじて
学問の習得を重んじるというかつての上層男児に対するしつけ方が、現在では、多くの家庭に広がっているこ
とが明らかになった。第３章では、文化的、社会的要因による中国都市家族の学歴追求と子どもの社会化への
影響について考察し、学歴取得を重視するしつけは、「戸籍制度」による農村と都市の二元化社会構造、都市部
を優先する進学制度、及び根強く残る「序列構造」によって生ずることを社会史的に論じた。さらに、現地調
査を通して、都市家族の学歴追求には、子ども数、親の職業、学歴によらないこと、階層を問わず高学歴志向
であること、及び、経済状況に恵まれない家庭ほど、学歴に係わる勉強に集中し、親族ネットワークによる子
どもの勉学のための資金援助を受けることなど、いくつかの特徴があることが確認できた。 
このように、本研究は、中国都市部における子どもの生育環境と社会化が単に家族構成や子ども数などに収
斂するものではなく、家族・親族ネットワーク、親子の進学熱、その基底に「序列構造」、「二重の競争原理」
が重なって機能していることが明らかにした。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文は、中国都市部における親子関係と育児環境及びそれによって影響を受ける子どもの社会化に関して、
その社会的、文化的な背景を踏まえつつ、現地でのフィールドワークに基づいて、その特質を明らかにしてい
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る。現代中国では、周知のごとく人口抑制政策として一人っ子政策が推進され、それに伴い「小皇帝」という
ジャーナリズム的な子ども像が流布している。本論文は、そのマイナスのイメージ（孤独、溺愛、受難）を批
判的に捉えて、中国都市部に存在する家族と親族ネットワークの教育機能を実証的に明らかにすることによっ
て、子どもの社会化に関する特徴の解明と子ども像の修正を試みている。以下に、本論文で扱う対象、問題を
分析するための概念とそれによって明らかにされた事柄、特徴を中心に、審査の結果を述べる。 
 序章では、社会化の概念について、社会学者T.パーソンズ及び精神分析家E.H.エリクソンが用いた概念「核
家族」と「相互性」を参照しながら、限定的に、家庭における子どもの社会化、すなわち第一次社会化に焦点
を当て、中国都市部におけるその実態の解明を行っている。その際、パーソンズの「核家族」は、欧米諸国に
普及する近代家族を前提とするものであり、現代中国の都市部に存在する家族及び親族ネットワーク機能とそ
の展開を説明するには必ずしも妥当でない問題が指摘される。この点では、中国都市部における家族と子ども
の社会化に関して独自な分析枠組みが設定されており、その特質の解明に有効な方法を提示できたことは特筆
に値する。 
 第１章では、育児環境として機能する家族・親族ネットワークに着目して、中国東北地方のハルピン市、長
春市及び西北地方の西安市近郊（楊凌地区）で行った現地調査の結果から、この親族ネットワークを通じて、
一人っ子家族であっても子どもの人間関係が豊富である事実を導き出している。これは、先行研究によってし
ばしば指摘されてきた中国都市部における子どもの社会化に関する貧困さ、弱点が必ずしも事実に合わないこ
とを明らかにし、また、家族・親族ネットワークによる子どもの社会化について有益な論点を提供している。 
 第２章では、親子関係・家庭における教育機能に関する国際調査の結果を援用しつつ、子どもの社会化に関
する中国東北地方での実態調査によって、都市部にみられる子ども像の特徴を描き出している。家や親に従属
的な関係から親子対等な関係への社会的な変化の中で、勉学に関しては厳しい親のしつけ態度が鮮明となり、
序章で問題とした「小皇帝」としての子ども像の見直しに有効な知見が提供されている。 
 第３章では、中国の家庭教育を枠づける社会的・文化的な要因として、伝統的な科挙制度や「序列構造」に
起源をもつ家族間における「二重の競争原理」を挙げて、高学歴を思考する民衆家族の教育熱を説明する。さ
らに、都市と農村を分離する戸籍制度によって生じる人の移動制限がそれに拍車をかける。このような視点に
立つ現地調査（ハルピン市、長春市）によって、欧米社会のそれとは異なり、中国の教育熱は、親の学歴や社
会階層の相関しないという特色を的確に描き出している。 
 本論文は、教育学、社会学、中国史など学際的な視点から、中国都市部における家庭の教育機能に関する現
代的な特質を解明するものである。改革開放後の中国社会を対象にした研究とはいえ、社会学的な調査には絶
えず制約や困難が伴う。限定されたフィールドワークの結果に基づく論述から、データの扱い方や解釈にやや
性急さが感じられるものの、導き出された知見には、教育学、とくに家庭教育の分野における独創性を認める
ことができる。 
 日本をはじめ欧米社会に普及する近代家族ないし核家族とはやや異質な中国の家族・親族の関係をベースに
展開される家庭教育のゆくえを検討する上で、本論文によって提供できた知見は少なからず寄与するものと確
信できる。 
 以上の所見により本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
